
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
二
十
一
日
（
木
）
第
九
〇
一
回 

◇
・
講
師 

小
野
寺 

照
男 

 

（
一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
株
）
小
野
寺
工
務
店 

取
締
役
会
長 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
リ
ー
ダ
ー
の
自
覚
」 

 
 

 

私
は
昭
和
十
四
年
二
月
十
四
日
、
宮
城
県
で
生
れ
た
。
子
供
の
頃
は
体
が 

小
さ
く
、
い
じ
め
ら
れ
た
が
次
男
の
兄
が
よ
く
助
け
て
く
れ
た
。
大
学
生
に
な 

り
、
男
は
金
を
稼
が
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
思
い
、
金
持
ち
に
な
り
た
い
と
思
っ 

た
。
卒
業
後
、
一
級
建
築
士
を
目
指
し
勉
強
し
、
一
回
で
合
格
、
会
社
の
事
を 

全
て
知
る
た
め
、
あ
え
て
小
さ
な
会
社
に
就
職
し
た
。
実
践
と
は
、
今
ま
で
と 

は
ち
ょ
っ
と
変
わ
る
事
で
あ
る
。
日
に
ち
、
期
間
を
決
め
て
や
る
と
良
い
。
自 

分
が
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
会
社
は
大
き
く
な
ら
な
い
。
三
意
と
は
、
熱
意
、 

創
意
、
誠
意
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
八
項
目
。
一
、
他
人
の
役
に
立
と
う
。 

二
、
わ
が
ま
ま
を
捨
て
る
。
三
、
誠
意
を
尽
く
し
た
か
。
四
、
小
さ
な
事
を 

コ
ツ
コ
ツ
と
。
五
、
職
場
の
幸
福
と
は
。
六
、
給
料
日
の
心
得
～
給
料
は
お
客 

 
 

 
 

 
 

様
か
ら
。
七
、
節
目
を
大
切
に
～
ゆ
と
り
を
持
つ
。
八
、
誰
も 

 
 

 
 

 
 

が
経
営
者
で
あ
る
。
こ
の
中
の
一
つ
か
二
つ
で
良
い
か
ら
実
践 

 
 

 
 

 
 

す
る
と
自
分
が
高
ま
り
変
わ
っ
て
く
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

遠
藤 

広
伸 
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五
月
二
十
八
日
（
木
）
第
九
〇
二
回 

◇
・
講
師 

芳
賀 

タ
エ
子 

（
一
社
）
南
三
陸
観
光
協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

交
流
促
進
部
門 

◇ 

・
テ
ー
マ 

「
東
日
本
大
震
災
の
体
験
」 

 
 

 

当
時
の
映
像
を
交
え
て
講
話
さ
れ
た
。
震
災
当
時
、
南
三
陸
町
で
百
五
十
坪 

 

の
土
地
で
水
産
加
工
業
を
営
ん
で
い
た
。
自
宅
の
耐
震
工
事
を
し
た
矢
先
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震
が
起
き
、
二
度
の
津
波
に
襲
わ
れ
た
。
ド
ミ
ノ
倒
し
の
如
く
家
々
の
土
台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
と
、
一
瞬
の
う
ち
に
次
の
家
、
ま
た
次
の
家
と
津
波
が
襲
っ
て
き
た
。
十
五 

か
ら
二
十
五
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
な
波
で
、
沿
岸
か
ら
三
キ
ロ
離
れ
た
村
も
襲 

わ
れ
、
町
の
八
割
が
被
害
に
あ
っ
た
。
避
難
途
中
、
高
台
に
一
緒
に
避
難
し
た 

は
ず
の
姪
が
津
波
に
流
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
の
下
で
発
見
さ
れ
た
。
髪
の
毛
は 

セ
メ
ン
ト
状
態
、
衣
服
も
泥
だ
ら
け
、
も
う
ダ
メ
か
と
思
っ
た
。
そ
の
半
年
後 

避
難
所
に
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
元
気
な
声
で
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
。 

助
か
っ
た
人
に
は
「
自
分
は
卑
怯
者
だ
！
誰
も
助
け
ら
れ
ず
に
逃
げ
て
し
ま
っ

た
。
」
と
の
思
い
が
心
に
残
っ
て
い
る
。
震
災
後
、
四
年
も
経
つ
が
、
ま
だ
ま 

だ
物
心
共
に
癒
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坪
井 

明 

記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

五
月
七
日(

木
）
第
九
〇
〇
回 

◇
・
講
師 

宮
内 

た
け
し 

 
 

 

宮
内
た
け
し
音
楽
事
務
所 

代
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー 

◇
・
テ
ー
マ
「
実
践
に
よ
り
伝
説
は
蘇
っ
た
～
長
山
洋
子
さ
ん
へ
の
秘
話
～

」 
  

宮
内
氏
が
所
属
す
る
日
本
作
詞
家
協
会
は
会
員
が
3
千
人
い
る
。
そ
の
中 

か
ら
、
メ
ジ
ャ
ー
な
歌
手
に
自
分
の
詞
を
歌
っ
て
も
ら
え
る
作
詞
家
は
ほ
ん 

の
一
握
り
。
い
つ
か
自
分
も
・
・
と
願
い
続
け
て
二
十
五
年
が
経
っ
た
。 

「
恋
の
津
軽
十
三
湖
」
は
そ
ん
な
想
い
の
中
で
生
れ
た
。
こ
の
詞
を
長
山
洋 

子
氏
に
歌
っ
て
ほ
し
い
と
熱
望
す
る
気
持
ち
を
２
０
１
３
年
１
月
に
講
話
で 

訪
れ
た
当
会
で
話
し
た
と
こ
ろ
、
長
山
氏
を
知
る
初
代
会
長
よ
り
ア
ド
バ
イ 

ス
を
頂
く
。
早
速
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
社
長
に
手
紙
を
書
き
、
直
接
届
け
た
処 

多
忙
な
社
長
に
面
会
で
き
た
。
そ
し
て
、
歌
手
、
長
山
洋
子
、
歌
詞
、
宮
内 

 
 

 
 

 
 

 

た
け
し
「
恋
の
津
軽
十
三
湖
」
が
実
現
し
た
。
倫
理
を
通 

 
 

 
 

 
 

 

し
て
人
と
の
出
会
い
「
実
行
に
よ
っ
て
直
ち
に
正
し
さ
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

証
明
で
き
る
」
を
正
に
実
感
で
き
た
出
来
事
で
あ
る
。
そ 

 
 

 
 

 
 

 

の
作
詞
家
宮
内
氏
の
感
性
の
源
は
「
親
へ
の
思
い
」
親
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
思
い
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
感
性
は
磨
か
れ
る
と
宮
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
は
語
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
原 

由
美
子 
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五
月
十
四
日
（
木
）
第
九
〇
一
回 

◇
・
講
師 

阿
出
川 

克
史 

      
 

草
加
市
倫
理
法
人
会 

会
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
有
）
ア
デ
川
質
店 

会
長 

◇
・
テ
ー
マ 

「
私
と
商
店
街
」  

 

草
加
駅
前
の
高
砂
緑
の
街
商
店
会
が
魅
力
あ
る
商
店
街
の
取
組
み
と
し
て
実
施 

 

し
た
の
は
五
百
箱
の
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
「
ミ
ニ
田
ん
ぼ
」
の
田
植
え
か
ら
、
毎
日 

続
け
た
水
や
り
、
ス
ズ
メ
対
策
の
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
、
子
ど
も
達
を
招
い
て
の
稲 

刈
り
、
収
穫
し
た
お
米
を
塩
お
に
ぎ
り
に
し
た
こ
と
、
百
キ
ロ
の
お
米
は
福
引
き
の 

景
品
と
し
て
の
チ
ャ
ン
ス
セ
ー
ル
を
し
た
こ
と
ま
で
の
楽
し
く
も
苦
労
と
感
動
の
話
。 

稲
穂
が
出
る
の
か
な
あ
？
と
心
配
し
た
が
八
月
に
は
穂
が
見
え
て
感
動
し
た
。
そ
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
も
の
発
想
は
そ
の
年
の
米
不
足
と
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
「
ミ
ニ
田
ん
ぼ
」
で
知
り 

合
い
が
米
を
育
て
て
い
る
の
を
見
て
思
い
つ
い
た
そ
う
だ
。
こ
の
取
組
は
マ
ス
コ
ミ 

も
関
心
が
あ
り
、
Ｔ
Ｖ
放
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
県
緑
化
事
業
モ
デ
ル
区
に
選
ば
れ
、 

 
 

 
 

今
で
は
こ
の
商
店
街
は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
々
が
人
々
の
目
を
楽
し
ま 

 
 

 
 

 
 

 

せ
て
い
る
。
「
指
導
者
は
率
先
し
て
範
を
示
さ
な
い
と
商
店
会
は 

 
 

 
 

 
 

 

動
か
な
い
。
私
利
私
欲
を
無
く
し
て
商
店
会
に
尽
く
す
の
が
使
命 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
考
え
て
い
る
。
商
店
会
の
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
街
の
緑
化
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
公
徳
心
の
な
い
人
が
多
い
が
倫
理 

 
 

 
 

 
 

 

法
人
会
で
育
て
て
い
っ
た
ら
い
い
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
冨 

雪
子 
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